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Instructions to students

	y Do not open this examination paper until instructed to do so.
	y Write a guided analysis of text 1 or text 2.
	y Use the guiding question or propose an alternative technical or formal aspect of the text to focus 

your analysis.
	y The maximum mark for this examination paper is [20 marks].

Instructions destinées aux élèves

	y N’ouvrez pas cette épreuve d’examen avant d’avoir reçu l’autorisation de le faire.
	y Rédigez une analyse dirigée du texte 1 ou du texte 2.
	y Utilisez la question d’orientation ou proposez une autre manière d’aborder le texte en 

choisissant un aspect technique ou formel sur lequel concentrer votre analyse.
	y Le nombre maximum de points pour cette épreuve d’examen est de [20 points].

Instrucciones para el alumnado

	y No abra esta prueba hasta que se lo autoricen.
	y Escriba un análisis guiado del texto 1 o del texto 2.
	y Utilice la pregunta de orientación o proponga otro aspecto técnico o formal del texto en el que 

centrar su análisis.
	y La puntuación máxima para esta prueba de examen es [20 puntos].

Japanese A: language and literature – Standard level – Paper 1
Japonais A : langue et littérature – Niveau moyen – Épreuve 1
Japonés A: Lengua y Literatura – Nivel Medio – Prueba 1
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次の課題文の 1 つつを選択し、その設問に対する分析を書きなさい。

1.	 次のテクストは、料理人コンペティション RED U-35 のウェブサイトに掲載されたコラム

からの抜粋である。

フードエッセイスト/ フードディレクター 
平野紗季子

「自然と人を結ぶ仲介者として」

数年前、デンマークの [noma] ヘッドシェフ、レネ・レゼピ氏と対話する機会があった。これ
までのこと、栄光や苦悩、いかにして世界一のレストランを作り上げたか。冒険譚

たん
のような彼

の話を夢中になって聞きながら、ふとこんな質問をした。「今のあなたの敵はなんですか？」。
すると彼は、間髪入れずにこう答えた。「Climate change.（気候変動 )」。食は農業であり、
漁業であり、自然と向き合うことであり、それは地球そのものであり、料理人が気候変動とい
う社会課題にタックルするのはあまりにも当然のことだ、と。

自然の声に耳を傾け、同時に、人間の欲望を満たす。料理人は日々の仕事を通して、自然と
人の結び目に立っている。そう感じることがままある。都市に暮らし、消費と生産が切り離さ
れた世界では、己の豊かで便利な日常がいかに見えない外部への負担の上に成り立っている
のか見過ごすことは容

た や す
易いが、かのような料理人、そして、彼らの料理を媒介にして出会う人々

（それは例えば、未来に種を蒔くように土を耕す農家であったり、100 年単位の時間軸で仕
事をする醸造家であったりする）との関わりが、「人間も、自然を含む大きな循環の一部であ
る」というごく当たり前の、けれど実感をそこないやすい事実に立ち返る機会を与えてくれる。
これ以上地球に負荷をかけられない時代にあって、彼らの行動や言葉、感性や知恵から学ぶ
ことはとても大きい。彼らが食という軸を通して掴

つか
み取ってきた稀

け う
有な眼差しによって、私は世

界と関わり直すことができるのだ。

畑を耕しながらレストランを営む料理人がいる。彼らの料理からは、農と食のつながりを痛感
できる。

その土地の記憶や文化の痕
こんせき

跡を皿に宿す料理人がいる。歴史の隅に転がる石も、埃
ちり

を払い
今に置き直すことで、未来が生まれていく。

誰かが容易く踏み折ってしまう野草を、かけがえのない一皿へと昇華させる料理人がいる。無
価値とされてきたものに新たな価値を見出す。
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それは、資源の枯渇が叫ばれる社会において必然的ともいえる料理人の創造性ではないだろ
うか。思いがけない食材の組み合わせや美しいビジュアルの構築だけが料理のクリエイティビ
ティを計るものではない。

岩手県の [ とおの屋 要 ] の店主・佐々木要太郎さんは、料理人であり、どぶろく* の醸造家
であり、その原料である米を育てる農家であり、驚くべき “一人 6 次産業マン” である。彼は、
無農薬・無肥料の米づくりを 10 数年に渡り行なっているが、その根幹には「健全な土を取り
戻したい」という思いがある。おいしい米を作るため、ではない。良い土のために、できる
ことをする。

しかし、そうして自然を再生させるべく出来上がった米やどぶろくは、不思議なほど魅力的な
味わいを持つ。夏の光に照らされた田んぼで頂いた塩おにぎりは、人に媚びない清潔な甘さ
が広がって、私は言葉を失った。彼にとって、おいしさは目的ではなく、手段なのだろう。お
いしいから続けられる。おいしいから分かち合える。おいしさは目的地のように見えるが、む
しろそこから何かが始まっていく。おいしさという人類の抗いがたい喜びを通して、何を伝えよ
うか、何を変えてみせようか。そんな思索を感じる料理に、私はひどく胸を打たれる。

今や料理人がノーベル平和賞にさえノミネートされる時代だ※。料理人が、食材をおいしく衛
生的に調理する技術者であるだけでなく、社会をよりよい方向へ変えうる変革者であることは
いうまでもない。世界中の流通と繋がり自然資源を膨大に利用する食の影響力は計り知れな
い。よりよい社会のために、食を通して何ができるのか。この時代における美しい食のあり方
を絶えず探求し、まるで優しき獣のように自然と文明を行き来する料理人の背中を、私は微力
ながらも押す存在でありたい。

※ 2019 年のノーベル平和賞に料理人で活動家のホセ・アンドレス氏がノミネートされた。彼は被災地や戦禍の
人々に温かい食事を提供する非営利組織「ワールド・セントラル・キッチン」の創設者。直近ではウクライナと
ポーランドの国境付近などでウクライナからの避難民への炊き出しを行っている。

*
	 どぶろく :蒸した米に麹

こうじ

と水を加えて醸造しただけの白く濁った酒

–	 筆者は「仲介者」としての料理人をどのように描き、またそれはどのような効果を

もたらしていますか。
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2. 次のテクストは、放送大学（テレビ、ラジオ、インターネットを通じて学習できる通信制

大学）が発行した新聞広告である。

すべての「学びたい」に、OPEN。

すべての「学びたい」に、OPEN。

今思えば、最初は習い事感覚でした。
そんな軽い気持ちと、自分への小さな期待で
大学に願書を送ったのが一年前。

入ってみると大変なこともありますが
すぐそばに、同じことを学ぶ仲間がいるから
私も頑張らなきゃって心の支えになっています。

学生は年代も職業もさまざまで、
思いがけない学びも多いです。多様な仲間と
共通の話題で盛り上がれるのも新鮮ですね。

今は自分の成長が日々の楽しみになりました。
心がワクワクする瞬間って
どこに転がっているか分からないものですね。

入学したのは、仕事のためではない。
ただ、学びたいからだ。

学びが冒険というと、いささか大袈裟だろうか。
毎日、新しいことを知るたびに
未開の地に足を踏み入れた気分になり、
どんどん先に進みたくなる自分がいる。

家で授業の話をすると「えっ！？そうなんだ！」と
娘と会話が続くのは思わぬ副産物だった。
それに、社会と深くつながるような感覚もある。

大学を、若者の特権と思っていてはもったいない。
これからも、だれにも遠慮することなく
未知の世界に没頭したい。
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– 2 つの広告は、放送大学で学ぶことの価値をどのように効果的に伝えていますか。
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